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お
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

　

今
日
の
顔
画
像
自
動
識
別
技
術
の
性
能
は
驚
異
的
で
あ
る
。
人
の
流
れ
の
中
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
た
人
物
を
、
高
い
発
見
率
と
極
め
て

低
い
誤
認
率
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
見
つ
け
出
せ
る
水
準
に
達
し
て
い
る
（
１
）。

　

こ
の
た
め
、
今
日
の
顔
画
像
自
動
識
別
技
術
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
犯
人
の
身
元
を
割
り
出
す
た
め
の
被
疑
者
写
真
と
の
照
合
で

も
、
驚
異
的
な
性
能
を
発
揮
す
る
。
経
年
変
化
や
整
形
手
術
な
ど
に
よ
り
全
く
別
人
の
印
象
に
変
貌
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
超
高
速
か

つ
高
い
精
度
で
同
一
性
を
識
別
で
き
る

（
２
）（
３
）。



189

顔画像識別における人の目の特性と機械の目の特性
　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
人
の
目
」
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
精
度
と
速
度
で
顔
を
異
同
識
別
す
る
技
術
を
、
使
い
こ
な
し
て
い
く
体

制
の
確
立
で
あ
る
。
指
掌
紋
識
別
の
分
野
で
は
、
指
掌
紋
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
以
前
に
手
作
業
に
よ
る
識
別
実
務
の
中
で
、
豊

富
な
経
験
則
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
経
験
則
は
、
指
掌
紋
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
運
用
に
活
か
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
経
験
則
を
継
承
し
た
識
別
実
務
の
専
門
家
が
今
日
で
も
存
在
し
、
自
動
識
別
結
果
の
最
終
的
な
同
定
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
、
顔
画
像
識
別
の
分
野
で
は
、
識
別
実
務
に
長
け
た
専
門
家
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
驚
異
的
な
識
別
能

力
を
発
揮
す
る
技
術
が
、
近
年
、
突
如
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
顔
画
像
自
動
識
別
技
術
を
用
い
た
「
機
械
の
目
」
を
活
用
し
て
い
く
一
助
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
犯
人
の
身
元
を

割
り
出
す
た
め
の
被
疑
者
写
真
と
の
照
合
に
焦
点
を
当
て
、
機
械
の
目
の
特
性
及
び
人
の
目
の
特
性
を
分
析
し
た
。
ま
た
、
双
方
の
特
性

を
踏
ま
え
た
発
見
率
向
上
方
策
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
・
検
討
結
果
を
、
次
章
以
降
に
記
載
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
中
、
例
示
に
用
い
た
顔
画
像
は
全
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
画
像
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
ま
た
、
意
見
に
わ
た
る
部

分
は
筆
者
の
私
見
で
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

二　

機
械
の
目
の
特
性

㈠
　
経
年
変
化
の
影
響

　

上
の
画
像
は
、
下
の
画
像
と
比
べ
て
、（
ア
）
十
七
年
の
経

年
変
化
、（
イ
）
眉
毛
を
剃
っ
て
い
る
、（
ウ
）
髪
型
が
女
性

的
、
の
影
響
が
重
な
り
、
人
の
目
に
は
全
く
別
人
の
印
象
を
受

け
る
。

　

し
か
し
、
機
械
の
目
で
は
、
上
下
の
顔
が
同
一
人
物
で
あ
る
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化
の
影
響
を
吸
収
す
る
柔
軟
性
が
こ
こ
で
も
働
く
こ
と
に
よ
り
、
識
別
精
度
の
劣
化
を
防
い
で
い
る
。

㈢
　
顔
画
像
の
画
質
の
影
響

　

前
記
㈠
項
及
び
㈡
項
に
記
載
し
た
極
め
て
高
い
識
別
能
力
は
、
顔
の
各
部
位
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
の
合
致
度
を
精

緻
に
計
算
す
る
と
と
も
に
、
経
年
変
化
や
整
形
手
術
に
よ
る
物
理
的
細
部
形
状
の
変
動
を
吸
収
す
る
柔
軟
性
を
、
精
緻
な
計
算
プ
ロ
セ
ス

に
組
み
込
む
こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
精
緻
な
計
算
を
行
う
に
は
、
顔
画
像
か
ら
多
く
の
情
報
量
を
抽
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
記
㈠
項
及
び
㈡
項
に
掲
げ
た
四

枚
の
顔
画
像
は
、
い
ず
れ
も
極
め
て
緻
密
か
つ
鮮
明
で
あ
り
、
高
い
識
別
精
度
の
実
現
に
必
要
十
分
な
情
報
量
が
抽
出
可
能
で
あ
る
。
す

こ
と
を
、
極
め
て
高
い
精
度
で
瞬
時
に
識
別
で
き
る
。
こ
れ
は
、
顔
の
各
部
位
の
物
理
的
細
部

形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
の
合
致
度
を
、
機
械
の
目
は
精
緻
に
高
速
計
算
す
る
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
経
年
変
化
に
よ
る
物
理
的
細
部
形
状
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
を
吸
収
す
る
柔

軟
性
を
学
習
効
果
に
よ
り
計
算
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
持
た
せ
る
こ
と
で
、
識
別
精
度
の
劣
化
を
防

い
で
い
る
。

㈡
　
整
形
手
術
の
影
響

　

右
の
画
像
は
、
左
の
画
像
と
比
べ
て
、（
ア
）
鼻
翼
、（
イ
）
下
唇
、（
ウ
）
眉
間
、
の
整
形

手
術
の
結
果
、
人
の
目
に
は
全
く
別
人
の
印
象
を
受
け
る
。

　

し
か
し
、
機
械
の
目
で
は
、
左
右
の
顔
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
前
記
㈠
項
の
場
合
と

同
じ
仕
組
み
に
よ
り
、
極
め
て
高
い
精
度
で
瞬
時
に
識
別
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
機
械
の
目

は
、
顔
の
各
部
位
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
の
合
致
度
を
、
精
緻
に
高
速
計
算

す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
整
形
手
術
に
よ
る
物
理
的
細
部
形
状
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
経
年
変
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な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
四
枚
に
相
当
す
る
緻
密
さ
と
鮮
明
さ
を
有
す
る
顔
画
像
で
あ
れ
ば
、
経
年
変
化
や
整
形
手
術
の
影
響
を
克
服
し
、
ま

た
、
後
述
す
る
撮
影
角
度
や
表
情
、
メ
ガ
ネ
や
マ
ス
ク
着
用
の
影
響
を
も
克
服
し
て
、
極
め
て
高
い
識
別
精
度
（
膨
大
な
枚
数
の
顔
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
か
ら
、
同
一
人
物
の
顔
画
像
を
類
似
度
第
一
位
と
し
て
選
出
）
を
実
現
で
き
る
。

　

し
か
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
か
ら
得
ら
れ
る
顔
画
像
に
は
、
広
角
撮
影
、
照
度
不
足
、
ピ
ン
ト
の
ず
れ
、
高
圧
縮
記
録
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
緻
密
さ
と
鮮
明
さ
に
欠
け
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
前
述
し
た
極
め
て
高
い
識
別
精
度
は
期
待
で
き
な
い

が
、
顔
画
像
か
ら
得
ら
れ
る
識
別
に
有
用
な
情
報
量
が
多
い
ほ
ど
、
識
別
精
度
が
向
上
（
顔
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
で
の
、
同
一
人
物

の
顔
画
像
の
類
似
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
昇
）
す
る
特
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
で
の
顔
は
鮮
明
に
見
え
る
が
、
切
り
出
し
て
拡
大
し
た
顔
画
像
は
鮮
明
さ
に
欠
け
、
顔
細
部
の
判
別
が
難

し
い
場
合
に
は
、
顔
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
の
同
一
人
物
の
顔
画
像
を
、
類
似
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
百
分
の
一
ほ
ど
に
選
出
可
能
で
あ

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
推
定
年
齢
幅
や
推
定
身
長
幅
な
ど
を
用
い
て
、
顔
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
十
分
の
一
ほ
ど
の
規
模
に
絞
り
込
め

ば
、
発
見
率
を
向
上
さ
せ
る
上
で
効
果
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
段
階
で
の
顔
が
鮮
明
で
は
な
い
場
合
に
は
、
顔
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
の
同
一
人
物
の
顔
画
像
を
、
類
似
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
十
分
の
一
な
い
し
二
分
の
一
ほ
ど
に
し
か
選
出
で
き
な
く
な

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
推
定
年
齢
幅
や
推
定
身
長
幅
、
土
地
鑑
、
罪
種
な
ど
を
用
い
て
、
顔
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
百
分
の
一
ほ
ど
の
規

模
に
絞
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
顔
画
像
が
不
鮮
明
な
場
合
に
は
、
適
切
な
鮮
明
化
処
理
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
識
別
精
度
の
向
上
に
有
用
な
情
報
量
を
増
加
で

き
る
場
合
が
多
い
（
３
）。

㈣
　
撮
影
角
度
及
び
表
情
の
影
響

　

次
頁
の
上
下
の
画
像
は
、
同
一
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
の
画
像
と
下
の
画
像
で
は
、（
ア
）
十
七
年
の
経
年
変
化
、（
イ
）
撮
影
角

度
が
真
正
面
で
は
な
い
、（
ウ
）
何
か
を
語
り
か
け
る
よ
う
な
表
情
、
の
影
響
が
重
な
り
、
人
の
目
に
は
と
て
も
同
一
人
物
と
は
思
え
な
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的
細
部
形
状
の
変
動
に
つ
い
て
も
、
機
械
の
目
は
、
そ
の
影
響
を
吸
収
す
る
柔
軟
性
を
計
算
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
学
習
効
果
な
ど
に
よ
り
持

た
せ
る
こ
と
で
、
識
別
精
度
の
劣
化
を
防
い
で
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
で
は
、
下
の
画
像
の
よ
う
に
顔
を
真
正
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
撮
影
角
度
や
表
情
に
よ
る

変
動
を
伴
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
記
の
柔
軟
性
が
作
用
す
る
た
め
、
機
械
の
目
に
よ
る
識
別
効
果
が
大
い
に
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。㈤

　
メ
ガ
ネ
の
影
響

　

透
明
レ
ン
ズ
の
メ
ガ
ネ
を
着
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
レ
ン
ズ
を
通
し
て
目
及
び
そ
の
周
辺
部
分
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置

関
係
が
判
明
す
る
た
め
、
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
で
覆
い
隠
さ
れ
た
部
分
以
外
は
、
機
械
の
目
に
よ
る
識
別
に
有
用
な
情
報
源
と
し
て
利
用
で

き
る
。
ま
た
、
老
眼
レ
ン
ズ
を
通
し
た
目
は
大
き
く
見
え
、
近
視
レ
ン
ズ
を
通
し
た
目
は
小
さ
く
見
え
る
が
、
こ
う
し
た
影
響
を
吸
収
す

る
柔
軟
性
を
計
算
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
持
た
せ
る
こ
と
で
、
識
別
精
度
の
劣
化
を
防
い
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
透
明
レ
ン
ズ
の
メ
ガ
ネ
を
着

用
す
る
こ
と
に
よ
る
識
別
精
度
の
劣
化
は
非
常
に
少
な
い
。

　

濃
い
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
覆
い
隠
さ
れ
た
部
分
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
が
全
く
不
明
と
な
る

た
め
、
機
械
の
目
に
よ
る
識
別
に
有
用
な
情
報
量
が
「
半
減
」
す
る
。
し
か
し
、
顔
画
像
が
緻
密
か
つ
鮮
明
で
あ
れ
ば
、
覆
い
隠
さ
れ
て

い
。
ま
た
、
上
の
画
像
は
、
緻
密
さ
と
鮮
明
さ
で
も
や
や
劣
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
機
械
の
目
で
は
、
上
の
画
像
を
用
い
て
下
の
画
像
を
、
顔

画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
か
ら
類
似
度
上
位
一
万
分
の
一
な
い
し
千
分

の
一
以
内
に
選
出
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
年
変
化
に
よ
る
物
理
的

細
部
形
状
の
変
動
の
場
合
と
同
様
に
、
撮
影
角
度
や
表
情
に
よ
る
物
理
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い
な
い
部
分
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
か
ら
識
別
に
有
用
な
多
く
の
情
報
量
が
得
ら
れ
る
た
め
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
し

て
い
て
も
、
高
い
識
別
精
度
が
期
待
で
き
る
。

　

な
お
、
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
へ
の
映
り
込
み
や
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
場
合
に
は
、
機
械
の
目
に
は
誤
っ
た
情
報
と
な
る
た
め
、
黒
く
塗
り

潰
す
な
ど
の
画
像
処
理
が
効
果
的
で
あ
る
。

㈥
　
マ
ス
ク
や
帽
子
の
影
響

　

マ
ス
ク
や
帽
子
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
覆
い
隠
さ
れ
た
部
分
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
が
全
く

不
明
と
な
る
た
め
、
機
械
の
目
に
よ
る
識
別
に
有
用
な
情
報
量
が
、
覆
い
隠
さ
れ
た
度
合
い
に
応
じ
て
減
少
す
る
。
し
か
し
、
顔
画
像
が

緻
密
か
つ
鮮
明
で
あ
れ
ば
、
覆
い
隠
さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
か
ら
識
別
に
有
用
な
多
く
の
情
報
量

が
得
ら
れ
る
た
め
、
マ
ス
ク
や
帽
子
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
て
も
、
高
い
識
別
精
度
が
期
待
で
き
る
。

三　

人
の
目
の
特
性

㈠
　
人
の
目
の
特
性
の
概
要

　

テ
レ
ビ
で
よ
く
見
か
け
る
著
名
人
の
顔
は
、
鮮
明
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
著
名
人
の
顔
の
各
部
位
の
形
状

に
つ
い
て
、
特
に
眉
毛
や
耳
の
形
状
に
つ
い
て
、
つ
ぶ
さ
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。
意
識
の
上
で
は
、
顔
の
全
体
に
つ
い
て
細

部
の
造
り
ま
で
よ
く
見
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
実
際
に
は
よ
く
見
て
い
な
い
（
眉
毛
や
耳
に
は
意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
）
た
め

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
顔
画
像
と
被
疑
者
写
真
を
目
視
対
照
す
る
際
に
、
特
に
注
意
を
要
す
る
点
で
あ
る
。
顔

を
思
い
浮
か
べ
る
（
思
い
出
す
）
の
は
意
識
レ
ベ
ル
の
働
き
で
あ
り
、
認
知
心
理
に
お
け
る
顔
の
「
再
生
」
で
あ
る
。
犯
罪
捜
査
に
お
け

る
似
顔
絵
は
、
目
撃
者
に
犯
人
の
顔
の
「
再
生
」
を
求
め
て
作
成
さ
れ
る
。

　

一
方
、
テ
レ
ビ
に
不
意
に
登
場
し
た
人
物
が
、
誰
で
あ
っ
た
の
か
全
く
思
い
出
せ
な
い
ま
ま
、「
以
前
に
ど
こ
か
で
見
た
顔
」
の
感
覚
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が
甦
る
こ
と
は
日
常
的
に
よ
く
経
験
す
る
。
何
度
も
目
に
し
た
顔
は
そ
の
細
部
の
造
り
ま
で
鮮
明
に
、
無
意
識
レ
ベ
ル
で
「
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
顔
を
見
た
途
端
に
、
以
前
に
見
た
こ
と
の
あ
る
顔
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
は
無
意
識
レ
ベ
ル
の
働
き
で
あ

り
、
認
知
心
理
に
お
け
る
顔
の
「
再
認
」
で
あ
る
。
犯
罪
捜
査
に
お
け
る
写
真
閲
覧
や
写
真
面
割
り
は
、
目
撃
者
に
犯
人
の
顔
の
「
再

認
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
顔
画
像
と
被
疑
者
写
真
を
目
視
対
照
す
る
際
に
、
無
意
識
レ
ベ
ル
の
特
性
を
上
手

く
活
用
す
れ
ば
、
人
の
目
に
よ
る
発
見
率
を
格
段
に
向
上
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
人
の
目
は
、
意
識
レ
ベ
ル
と
無
意
識
レ
ベ
ル
で
は
全
く
異
な
る
顔
識
別
特
性
を
示
す
。
機
械
の
目
を
上
回
る
高
精
度
な
目

視
対
照
の
実
現
に
は
人
の
目
の
特
性
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
意
識
レ
ベ
ル
の
特
性
と
無
意
識
レ
ベ
ル
の
特
性
に
項
を
分
け
て
以
下

に
記
載
す
る
。

㈡
　
意
識
レ
ベ
ル
の
特
性

ア
　
人
は
顔
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か

　

人
も
動
物
で
あ
る
限
り
、
人
が
相
手
の
顔
を
見
る
目
的
の
第
一
は
、
顔
の
表
情
か
ら
敵
か
味
方
か
を
瞬
時
に
見
分
け
る
た
め
と
も
言
え

る
。
そ
こ
で
、
顔
の
中
で
も
感
情
を
よ
く
表
現
し
、
動
き
に
よ
り
表
情
を
生
み
出
す
部
位
で
あ
る
目
元
や
口
元
に
人
は
特
に
注
目
し
、
表

情
の
印
象
と
し
て
記
憶
す
る
。
こ
の
た
め
、
強
盗
や
強
姦
等
の
被
害
者
に
は
、
犯
人
の
顔
が
鬼
の
印
象
を
持
っ
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
犯
人
の
目
の
形
状
が
実
際
に
は
垂
れ
目
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
被
害
者
の
記
憶
に
基
づ
く
似
顔
絵
の
目
は
、
般
若
の
ご
と
く
吊
り
上

が
っ
て
描
か
れ
る
傾
向
が
窺
え
る
（
４
）。
一
方
、
感
情
に
伴
う
動
き
が
見
ら
れ
な
い
耳
に
は
人
は
注
目
せ
ず
、
結
果
と
し
て
、
表
情
の
印
象
と

し
て
の
耳
の
記
憶
は
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
人
は
、
相
手
の
顔
を
見
て
美
醜
な
ど
の
特
徴
を
瞬
時
に
感
じ
取
っ
て
い
る
（
見
分
け
て
い
る
）。
こ
の
見
分
け
る
基
と
な
っ
て

い
る
も
の
は
、
誕
生
以
来
、
見
た
り
接
し
た
り
し
て
き
た
無
数
の
顔
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
頭
の
中
の
平
均
顔
」
と
考
え
ら
れ
る
。
見
た

り
接
し
た
り
し
て
き
た
顔
の
大
半
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
日
本
人
の
平
均
顔
が
頭
の
中
に
生
み
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
に
は
、
白
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人
の
顔
、
あ
る
い
は
黒
人
の
顔
が
、
日
本
人
の
顔
ほ
ど
に
は
見
分
け
が
付
け
づ
ら
い
が
、
日
本
人
の
平
均
顔
を
基
に
顔
の
特
徴
を
見
分
け

て
い
る
と
す
れ
ば
、
白
人
の
顔
、
あ
る
い
は
黒
人
の
顔
が
、
日
本
人
に
は
皆
同
じ
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
の
も
無
理
は
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
平
均
顔
は
、
画
像
処
理
技
術
を
用
い
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
正
面
無
表
情
の
顔
写
真
に
つ
い
て
、
両
目

そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
位
置
を
固
定
し
て
数
千
枚
ほ
ど
を
画
像
と
し
て
重
畳
す
れ
ば
、
目
の
近
辺
は
鮮
明
で
顔
の
周
辺
部
は
ぼ
や
け
た
顔
画
像

が
得
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
平
均
顔
は
、
極
め
て
均
整
の
と
れ
た
美
貌
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
顔
を
構
成
す
る
各
部

位
が
ほ
ど
よ
い
形
状
と
大
き
さ
で
、
ほ
ど
よ
い
間
隔
で
配
置
さ
れ
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
顔
で
あ
る
。「
頭
の
中
の
平
均
顔
」
も
、
画

像
処
理
技
術
で
作
成
し
た
平
均
顔
と
同
様
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
平
均
顔
に
つ
い
て
、
美
貌
で
あ
る
こ
と
以
外
の
顔
の
特
徴
を
言

葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
似
顔
絵
作
成
時
に
、
目
撃
者
が
顔
の
各
部
位
や
そ
の
配
置
に
つ
い
て
、「
普
通
だ
っ

た
。」
と
し
か
言
わ
な
け
れ
ば
、
結
果
と
し
て
の
似
顔
絵
は
美
貌
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
頭
の
中
の
平
均
顔
」
に
照
ら
し
て
、
人
は
、
目
に
し
た
顔
の
美
醜
な
ど
の
特
徴
を
瞬
時
に
感
じ
取
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
感
情
に
伴
う
動
き
が
ほ
と
ん
ど
無
い
耳
に
つ
い
て
も
、
平
均
顔
か
ら
か
け
離
れ
た
大
き
な
（
あ
る
い
は
小
さ
な
）
耳
で
あ
れ
ば
、
人

は
瞬
時
に
注
目
し
、
印
象
と
し
て
記
憶
に
残
る
。

　

さ
て
、
人
の
目
が
意
識
レ
ベ
ル
で
顔
を
見
る
時
の
特
性
は
以
上
で
あ
る
が
、
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

意
識
レ
ベ
ル
で
注
目
し
記
憶
に
残
る
の
は
、
感
情
を
よ
く
表
現
し
、
動
き
に
よ
り
表
情
を
生
み
出
す
部
位
で
あ
る
目
元
や
口
元
の
印
象

（
耳
の
印
象
が
残
る
こ
と
は
稀
）
で
あ
る
。
ま
た
、
平
均
顔
に
照
ら
し
た
、
顔
の
全
体
的
な
印
象
（
肉
付
き
が
良
い
、
頬
が
痩
け
て
い
る
、

丸
顔
、
面
長
な
ど
）
で
あ
る
。
顔
の
各
部
位
に
つ
い
て
も
、
平
均
顔
か
ら
か
け
離
れ
た
形
状
（
例
え
ば
、
大
き
な
耳
）
で
あ
れ
ば
、
見
た

瞬
間
に
人
は
注
目
し
印
象
と
し
て
残
る
。
一
方
、
顔
の
物
理
的
細
部
形
状
を
正
確
に
思
い
出
す
の
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
人
の
目
は
意
識

レ
ベ
ル
で
は
、
顔
の
物
理
的
細
部
形
状
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
顔
の
主
立
っ
た
印
象
を
瞬
時
に
捉
え
る
特
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
次
に
記
載
す
る
心
理
学
実
験
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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イ
　
似
顔
絵
に
含
ま
れ
る
情
報
に
関
す
る
心
理
学
実
験

　

人
の
目
が
意
識
レ
ベ
ル
で
顔
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
記
憶
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
似
顔

絵
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
の
分
析
が
効
果
的
で
あ
る
。
英
国
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
大
学
心
理
学
科
が
、
英
国
内
務
省
か
ら
委
託
を
受
け
て
昭
和

五
十
年
代
に
実
施
し
た
、
顔
や
体
格
に
関
す
る
目
撃
者
の
認
知
特
性
及
び
記
憶
特
性
に
関
す
る
研
究
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
以
下
の
実

験
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

被
験
者
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
実
験
対
象
と
な
る
人
物
の
顔
を
見
せ
た
上
で
、
一
方
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
記
憶
し
て
い
る
顔
を

似
顔
絵
と
し
て
再
現
さ
せ
、
他
方
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
記
憶
し
て
い
る
顔
の
特
徴
を
箇
条
書
き
文
章
に
よ
り
再
現
さ
せ
る
。
次
に
、
全
く

別
の
被
験
者
グ
ル
ー
プ
に
、
似
顔
絵
又
は
箇
条
書
き
文
章
の
い
ず
れ
か
を
渡
し
、
似
顔
絵
又
は
箇
条
書
き
文
章
だ
け
を
手
掛
か
り
と
し

て
、
百
枚
ほ
ど
の
顔
写
真
集
の
中
か
ら
、
似
顔
絵
又
は
箇
条
書
き
文
章
に
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
顔
写
真
を
検
索
・
選
出
さ
せ
て
い
る
。

　

結
果
と
し
て
の
検
索
精
度
は
、
似
顔
絵
と
箇
条
書
き
文
章
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
似
顔
絵
と
箇

条
書
き
文
章
に
含
ま
れ
て
い
た
検
索
に
有
用
な
情
報
量
は
、
同
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
箇
条
書
き
文
章
で
は
、
顔
の
物

理
的
細
部
形
状
を
正
確
に
表
現
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
似
顔
絵
と
箇
条
書
き
文
章
に
共
通
し
て
含
ま
れ
て
い
た
情
報

（
す
な
わ
ち
、
意
識
レ
ベ
ル
で
注
目
し
記
憶
に
残
っ
た
情
報
）
は
、
目
元
や
口
元
の
印
象
や
、
平
均
顔
に
照
ら
し
た
顔
の
全
体
的
な
印
象
、

平
均
顔
か
ら
か
け
離
れ
た
形
状
を
し
た
部
位
の
印
象
等
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
箇
条
書
き
文
章
で
も
容
易
に
表
現
で
き
る
印
象
に
関

す
る
複
数
の
情
報
が
、
似
顔
絵
の
中
に
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
の
形
で
凝
縮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
実
験
結
果
か
ら
、
人
の
目
は
意
識
レ
ベ
ル
で
は
、
顔
の
物
理
的
細
部
形
状
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
顔
の
主
立
っ
た
印
象
を
瞬
時

に
捉
え
る
特
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ウ
　
複
数
の
目
撃
者
に
よ
る
似
顔
絵
に
共
通
す
る
特
徴

　

次
頁
に
掲
げ
た
四
枚
の
似
顔
絵
は
、
大
阪
府
警
が
作
成
し
、
犯
人
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
募
る
た
め
に
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
人
の
目
は
意
識
レ
ベ
ル
で
は
、
顔
の
物
理
的
細
部
形
状
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
顔
の
主
立
っ
た
印
象
を
瞬
時
に
捉
え
る

特
性
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
四
枚
の
似
顔
絵
は
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢
　
無
意
識
レ
ベ
ル
の
特
性

ア
　「
再
認
」
〜
無
意
識
レ
ベ
ル
の
優
れ
た
顔
識
別
特
性

　

顔
の
「
再
認
」
と
は
、
か
つ
て
見
た
こ
と
の
あ
る
顔
に
出
会
っ
た
途
端
に
、
見
た
こ
と
の
あ
る
顔
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
街
中
で
偶
然
に
す
れ
違
っ
た
昔
の
知
人
に
対
し
て
、
誰
で
あ
っ
た
の
か
全
く
思
い
出
せ
な
い
ま
ま
、
以
前
ど
こ
か
で
出

会
っ
た
感
覚
だ
け
が
す
れ
違
っ
た
瞬
間
に
甦
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
無
意
識
レ
ベ
ル
で
働
く
顔
識
別
特
性
で
あ
る
。

　

何
度
も
目
に
し
た
顔
は
、
そ
の
細
部
の
造
り
ま
で
鮮
明
に
無
意
識
レ
ベ
ル
で
「
脳
裏
に
焼
き
付
き
」、
同
じ
顔
を
再
び
目
に
し
て
「
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
」
顔
と
合
致
し
た
途
端
に
、
気
付
き
の
感
覚
が
意
識
レ
ベ
ル
に
上
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
再
認
」
は
、
目
撃
者
に
よ
る
写
真
閲
覧
や
写
真
面
割
り
と
し
て
、
犯
罪
捜
査
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
目
撃
者
に
よ
る
写
真

閲
覧
を
例
と
し
て
、
無
意
識
レ
ベ
ル
の
優
れ
た
顔
識
別
特
性
で
あ
る
「
再
認
」
に
つ
い
て
、
以
下
に
記
載
す
る
。

犯
人
は
一
人
で
あ
り
、
四
人
の
目
撃
者
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
を
手
掛
か
り
に
作
成

さ
れ
て
い
る
。

　

描
か
れ
た
顔
の
物
理
的
細
部
形
状
の
違
い
に
注
目
す
れ
ば
、
四
枚
の
似
顔
絵

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
人
物
を
捉
え
た
も
の
と
し
か
思
え
な
く
な
る
。
し
か
し
、

目
元
や
口
元
の
印
象
や
、
平
均
顔
に
照
ら
し
た
顔
の
全
体
的
な
印
象
、
髪
型
、

体
型
等
に
つ
い
て
は
、
四
枚
の
似
顔
絵
に
は
明
ら
か
な
共
通
点
が
認
め
ら
れ

る
。
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イ
　
目
撃
者
に
よ
る
写
真
閲
覧

　

目
撃
者
に
よ
る
写
真
閲
覧
と
は
、
強
盗
、
強
姦
な
ど
の
事
件
の
被
害
者
な
ど
が
目
撃
し
た
犯
人
の
顔
に
該
当
あ
る
い
は
類
似
す
る
写
真

を
、
目
撃
者
の
目
で
選
び
出
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
代
に
警
視
庁
で
実
施
し
て
い
た
方
法
（
４
）の

概
要
を
以
下
に
記
載
す
る
。

　

写
真
閲
覧
で
は
、
事
件
内
容
に
該
当
す
る
罪
種
及
び
目
撃
者
が
推
定
し
た
犯
人
の
年
齢
幅
に
基
づ
き
、
専
門
職
員
が
引
き
出
し
式
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
数
百
枚
の
写
真
を
取
り
出
し
て
、
閲
覧
用
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
閲
覧
者
か
ら
見
て
縦
一
列
に
配
列
す
る
。
閲
覧
者
は
、
配
列

さ
れ
た
写
真
を
一
枚
ず
つ
両
手
を
使
っ
て
繰
り
な
が
ら
、
犯
人
に
酷
似
し
て
い
る
写
真
を
選
び
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
写
真
を
一
枚

繰
っ
て
現
れ
た
次
の
写
真
が
、
犯
人
と
は
違
う
と
感
じ
た
場
合
に
は
、
閲
覧
者
は
、
速
や
か
に
そ
の
写
真
を
繰
る
こ
と
に
よ
り
候
補
か
ら

排
除
す
る
。
し
か
し
、
犯
人
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
場
合
に
は
、
閲
覧
者
は
そ
の
写
真
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
る
。
そ
し
て
、
犯
人
で
あ

る
可
能
性
が
排
除
し
切
れ
な
い
場
合
に
は
、
配
列
か
ら
横
に
取
り
出
し
、
候
補
と
し
て
残
し
て
お
く
。
配
列
さ
れ
た
写
真
全
て
の
閲
覧
が

終
了
す
れ
ば
、
専
門
職
員
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
別
の
引
き
出
し
か
ら
数
百
枚
の
写
真
を
取
り
出
し
、
閲
覧
用
テ
ー
ブ
ル
上
の
配
列
と
取

り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
写
真
閲
覧
を
継
続
す
る
。
写
真
閲
覧
は
、
閲
覧
者
に
と
っ
て
非
常
に
神
経
を
使
い
疲
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
半
日
か
け
て
五
千
枚
ほ
ど
の
閲
覧
が
限
界
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
写
真
閲
覧
に
よ
る
発
見
効
果
を
高
め
る
に
は
、
閲
覧
可
能
な
五
千
枚
ほ
ど
の
写
真
の
中
か
ら
、
い
か
に
し
て
犯
人
に
該
当
す

る
可
能
性
が
高
い
写
真
を
選
択
し
、
閲
覧
に
供
し
得
る
か
が
鍵
と
な
る
。

　

写
真
は
、
性
別
、
罪
種
及
び
生
年
で
分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
強
姦
事
件
で
あ
れ
ば
、
罪
種
が
強
姦
で
あ
っ
て
閲
覧
者
が

推
定
す
る
年
齢
幅
に
合
致
す
る
写
真
が
、
最
初
に
選
択
さ
れ
閲
覧
に
供
さ
れ
る
。
罪
種
が
強
姦
で
あ
る
写
真
の
閲
覧
で
は
発
見
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
強
姦
犯
人
に
前
科
が
あ
る
と
す
れ
ば
犯
し
た
可
能
性
の
あ
る
罪
種
を
推
定
し
て
、
次
の
閲
覧
に
供
す
る
写
真
が
選
択

さ
れ
る
。
罪
種
間
に
お
け
る
相
関
性
（
強
姦
で
あ
れ
ば
粗
暴
犯
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
知
能
犯
は
ま
ず
無
い
）
や
、
目
撃
者
に
よ
る
年
齢

推
定
の
誤
差
（
目
視
に
よ
る
相
手
の
年
齢
や
身
長
の
推
定
は
、
目
撃
者
と
相
手
と
の
年
齢
や
身
長
が
近
い
ほ
ど
、
正
確
さ
を
増
す
傾
向
が
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あ
る
）
に
つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
る
写
真
閲
覧
の
豊
富
な
実
績
に
基
づ
く
経
験
則
が
、
専
門
職
員
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ウ
　「
再
認
」
に
関
す
る
考
察

　

昭
和
六
十
年
代
に
警
視
庁
で
は
、
目
撃
者
に
よ
る
写
真
閲
覧
を
年
間
一
千
件
ほ
ど
実
施
（
４
）し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
発
見
率
は
一

割
弱
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
見
率
と
は
、
五
千
枚
ほ
ど
の
写
真
閲
覧
時
に
、
正
に
該
当
す
る
一
枚
を
閲
覧
者
が
発
見
し
た
割
合
で
は
な
く
、

犯
人
で
あ
る
可
能
性
を
排
除
し
切
れ
な
い
と
し
て
閲
覧
者
が
選
び
出
し
た
全
て
の
候
補
写
真
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、
発
見
に
至
っ
た
割

合
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
割
弱
の
発
見
率
は
、
驚
異
的
な
数
字
で
あ
る
。
警
視
庁
が
保
管
す
る
数
十
万
枚
も
の
写
真
の
中
か
ら
、
性
別
、
推

定
年
齢
及
び
罪
種
だ
け
を
手
掛
か
り
に
選
ん
だ
僅
か
五
千
枚
ほ
ど
の
閲
覧
で
の
結
果
だ
か
ら
で
あ
る
。
五
千
枚
ほ
ど
の
中
に
犯
人
の
写
真

が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
閲
覧
者
は
ほ
ぼ
確
実
に
候
補
写
真
と
し
て
選
び
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
の
目
の

無
意
識
レ
ベ
ル
の
顔
識
別
特
性
で
あ
る
「
再
認
」
が
い
か
に
高
精
度
で
あ
る
か
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
人
の
目
は
、
正
面
顔
写
真
と
斜
め
顔
写
真
を
同
時
に
提
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
顔
全
体
を
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
特

性
が
あ
る
。
当
時
の
写
真
は
、
正
面
か
ら
撮
影
し
た
上
半
身
と
右
四
十
五
度
方
向
か
ら
撮
影
し
た
上
半
身
が
一
枚
に
印
画
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
閲
覧
者
は
、
一
枚
の
写
真
を
目
に
し
た
途
端
に
こ
の
「
立
体
視
特
性
」
が
働
き
、
無
意
識
レ
ベ
ル
で
「
脳
裏
に
焼
き
付
い
て

い
る
」
犯
人
の
顔
と
の
高
精
度
な
照
合
が
容
易
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

人
の
目
の
特
性
を
活
か
し
た
効
果
的
な
対
照
方
法

㈠
　
一
枚
ず
つ
の
対
照
に
よ
る
目
移
り
の
防
止

　

次
頁
に
掲
げ
た
二
組
の
顔
画
像
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
で
あ
る
が
、
一
方
は
長
年
の
経
年
変
化
に
よ
る
変
貌
、
他
方
は
整
形
手
術
に
よ
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ら
受
け
る
印
象
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
異
な
っ
た
場
合
に
は
、
目
視
対
照
し
た
瞬
間
に
別
人
と
判
断
し
て
見
逃
す
危
険
性
は
極
め
て
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
機
械
の
目
が
高
い
識
別
精
度
を
発
揮
で
き
る
の
は
、
顔
の
各
部
位
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
の
合
致
度
に

つ
い
て
、
経
年
変
化
や
整
形
手
術
に
よ
る
変
動
へ
の
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
精
緻
に
高
速
計
算
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
人
の
目
で
対
照
す
る
際
に
も
、
顔
の
各
部
位
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置
関
係
に
つ
い
て
意
識
的
に
注
視
し
、
柔
軟

性
を
持
っ
て
合
致
す
る
度
合
い
を
見
比
べ
れ
ば
、
二
組
そ
れ
ぞ
れ
の
上
下
の
顔
が
、
骨
格
形
状
に
基
づ
く
基
本
部
分
は
同
じ
で
あ
る
こ
と

る
変
貌
に
よ
り
、
人
の
目
に
は
、
全
く

別
人
の
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
一

の
㈠
項
及
び
同
㈡
項
に
記
載
の
と
お

り
、
機
械
の
目
で
は
、
各
組
の
上
下
の

顔
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
極
め

て
高
い
精
度
で
瞬
時
に
識
別
で
き
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
機
械
の

目
が
選
び
出
し
た
類
似
度
上
位
の
複
数

候
補
顔
画
像
の
中
か
ら
、
下
の
顔
画
像

こ
そ
が
上
の
顔
画
像
と
同
一
人
物
で
あ

る
こ
と
を
、
目
視
対
照
に
よ
り
確
実
に

見
分
け
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
の
組
に
つ
い
て
も
、
顔
か
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が
見
て
取
れ
る
。
慣
れ
な
い
う
ち
は
、
意
識
的
に
目
を
遣
っ
て
顔
の
各
部
位
を
比
較
対
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
作
業
に
時
間
と
根
気
を

要
す
る
。
し
か
し
、
慣
れ
て
く
れ
ば
、
顔
の
物
理
的
形
状
を
包
括
的
か
つ
局
部
的
に
一
瞬
に
し
て
捉
え
、
骨
格
形
状
に
基
づ
く
基
本
部
分

の
一
致
・
不
一
致
を
瞬
時
に
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
目
視
対
照
作
業
を
実
現
す
る
に
は
、
機
械
の
目
が
選
び
出
し
た
複
数
の
候
補
顔
画
像
を
、
表
示
画
面
上
に
ま
と
め
て
提
示

せ
ず
、
一
枚
ず
つ
提
示
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
複
数
の
候
補
顔
画
像
を
ま
と
め
て
提
示
し
た
場
合
に
は
、
物
理
的
形
状
が
似
た
正
面

無
表
情
顔
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
こ
と
と
な
り
、
印
象
の
違
い
に
よ
る
異
同
判
断
（
見
た
目
に
よ
る
判
断
で
あ
り
容
易
）
に
陥
り
や
す
い
。
ま

た
、
隣
の
候
補
顔
画
像
も
自
ず
と
目
に
入
っ
て
く
る
た
め
、「
目
移
り
」
に
よ
る
見
過
ご
し
も
起
こ
り
や
す
く
な
る
。

　

そ
こ
で
、
候
補
顔
画
像
を
一
枚
ず
つ
提
示
す
れ
ば
、
他
の
候
補
顔
画
像
へ
の
「
目
移
り
」
が
生
じ
な
い
た
め
、
提
示
さ
れ
た
一
枚
に
対

し
て
、
骨
格
形
状
に
基
づ
く
顔
の
基
本
部
分
の
一
致
・
不
一
致
を
見
分
け
る
作
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
顔
の
印
象
は
、
経
年
変

化
や
整
形
手
術
の
他
に
も
、
撮
影
角
度
、
表
情
、
髪
型
、
陰
影
、
メ
ガ
ネ
や
髭
の
有
無
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
わ
る
が
、
骨
格
形
状
に
基

づ
く
顔
の
基
本
部
分
の
一
致
・
不
一
致
を
見
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
対
処
可
能
と
な
る
。

㈡
　
斜
め
撮
影
写
真
の
活
用

　

一
の
㈣
項
に
記
載
の
と
お
り
、
機
械
の
目
で

は
、
上
の
顔
画
像
を
用
い
て
下
の
顔
画
像
を
、

顔
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
か
ら
類
似
度
上
位

一
万
分
の
一
な
い
し
千
分
の
一
以
内
に
選
出
可

能
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
問
題
と
な
る
の
は
、
機
械
の
目
が

選
び
出
し
た
類
似
度
上
位
の
複
数
候
補
顔
画
像
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の
中
か
ら
、
下
の
顔
画
像
が
上
の
顔
画
像
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
目
視
対
照
に
よ
り
確
実
に
発
見
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の

場
合
に
は
、
機
械
の
目
が
発
揮
す
る
高
い
識
別
精
度
を
上
回
る
同
定
能
力
を
、
人
の
目
は
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
正
面
無
表
情
で
あ
る
下
の
顔
画
像
と
比
べ
て
、
上
の
顔
画
像
は
表
情
に
よ
る
変
動
が
顕
著
で
あ
り
、
全
く
別
人
の
印
象
を

呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
撮
影
角
度
に
よ
る
変
動
も
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
顔
の
各
部
位
の
物
理
的
細
部
形
状
や
相
対
的
位
置

関
係
が
合
致
す
る
よ
う
に
は
と
て
も
見
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
上
の
顔
画
像
と
下
の
顔
画
像
だ
け
の
対
照
に
よ
り
、
上
下
の
顔
画
像
が
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
見
分
け
る
の
は
、
人
の
目
で
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
で
は
、
犯
人
の
正
面
無
表
情
顔
を
捉
え
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
撮
影
角
度
や
表
情
に
よ
る
変

動
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
犯
人
の
身
元
を
機
械
の
目
を
活
用
し
て
割
り
出
し
て
い
く
上
で
、
最
も
重
要
と
な

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
撮
影
角
度
や
表
情
に
よ
る
変
動
の
影
響
を
克
服
し
た
目
視
対
照
を
実
現
す
る
マ
ン
・
マ
シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
開
発

で
あ
る
。
こ
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
中
核
と
し
て
、
左
の
画
像
で
例
示
す
る
よ
う
に
、
斜
め
撮
影
写
真
の
同
時
提
示
が
効
果
的
で
あ
る
。

併
せ
て
、
三
の
㈢
項
で
記
載
し
た
、
無
意
識
レ
ベ
ル
の
優
れ
た
顔
識
別
特
性
で
あ
る
「
再
認
」
を
活
か
し
た
目
視
対
照
を
実
施
す
れ
ば
、

よ
り
効
果
的
で
あ
る
。
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具
体
的
に
は
、
最
初
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
を
繰
り
返
し
て
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
人
の
顔
の
特
徴
を
様
々
な
角
度
か
ら
よ
く

観
察
し
、
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
（
再
認
で
き
る
よ
う
脳
裏
に
焼
き
付
け
る
）。
次
に
、
機
械
の
目
が
選
び
出
し
た
候
補
顔
画
像
と
対
照

す
る
際
に
、
正
面
撮
影
写
真
に
加
え
て
斜
め
撮
影
写
真
も
同
時
に
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

　

斜
め
撮
影
写
真
の
活
用
に
は
、
次
の
二
つ
の
利
点
が
あ
る
。

　

一
つ
目
の
利
点
は
、
三
の
㈢
項
に
記
載
し
た
、
人
の
目
の
「
立
体
視
特
性
」
を
活
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
人
の
目
は
、
正
面
及
び
斜
め

か
ら
撮
影
さ
れ
た
二
枚
の
顔
写
真
を
同
時
に
提
示
さ
れ
た
場
合
、
見
た
瞬
間
に
顔
全
体
を
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
機
械
の
目
の
識
別
限
界
を
超
え
る
よ
う
な
真
横
顔
と
対
照
す
る
場
合
で
も
、
人
の
目
に
よ
る
異
同
識
別
は
容
易
と
な
る
。

　

二
つ
目
の
利
点
は
、
耳
介
の
形
状
特
徴
を
異
同
識
別
に
活
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
頁
の
上
の
画
像
の
よ
う
に
斜
め
か
ら
撮
影
さ
れ
た

場
合
に
は
、
髪
や
帽
子
で
覆
わ
れ
て
い
な
い
限
り
、
耳
介
の
特
徴
を
摑
む
こ
と
が
で
き
る
。
耳
介
は
、
軟
骨
で
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
形

状
が
ほ
ぼ
不
変
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
複
雑
な
形
状
か
ら
、
人
の
目
に
よ
る
異
同
識
別
に
有
用
な
情
報
の
宝
庫
で
あ
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
で
正
面
無
表
情
顔
を
捉
え
ら
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
正
面
撮
影
写
真
と
斜
め
撮
影
写
真
の
同
時
提
示
に
よ
る

対
照
が
効
果
を
発
揮
す
る
場
合
は
非
常
に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

㈢
　
全
身
撮
影
写
真
の
活
用

　

広
角
撮
影
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
画
像
で
は
顔
が
小
さ
く
写
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
顔
を
拡
大
す
れ
ば
、
顔
面
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
状
の

ノ
イ
ズ
が
発
生
す
る
。
こ
の
た
め
、
顔
の
細
部
形
状
が
把
握
で
き
な
い
「
じ
れ
っ
た
さ
」
に
加
え
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
て
合
成

し
た
よ
う
な
非
常
に
違
和
感
の
あ
る
顔
画
像
と
な
る
の
で
、
鮮
明
な
顔
写
真
と
の
対
照
作
業
に
は
相
当
の
ス
ト
レ
ス
と
な
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
全
身
撮
影
写
真
の
活
用
が
効
果
的
で
あ
る
。
併
せ
て
、
三
の
㈢
項
で
記
載
し
た
、
無
意
識
レ
ベ
ル
の
優
れ

た
顔
識
別
特
性
で
あ
る
「
再
認
」
を
活
か
し
た
目
視
対
照
を
実
施
す
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
最
初
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
を
繰
り
返
し
て
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
人
の
顔
や
体
格
の
特
徴
を
様
々
な
角
度
か
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ら
よ
く
観
察
し
、
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
（
再
認
で
き
る
よ
う
脳
裏
に
焼
き
付
け
る
）。
次
に
、
顔
部
分
だ
け
の
拡
大
画
像
で
は
な
く
、

顔
や
体
格
全
体
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
た
画
像
を
用
い
て
、
全
身
撮
影
写
真
と
対
照
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
方
法
の
効
果
と
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
ノ
イ
ズ
が
も
た
ら
す
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
体
格
の
特
徴
を
も
活
用
し

た
、
よ
り
精
度
の
高
い
異
同
識
別
が
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
多
く
が
広
角
撮
影
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
全
身
撮
影
写
真
と
の
対
照
が
効
果
を
発
揮
す
る
場
合
は
非
常
に
多
い
と
考
え

ら
れ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

顔
画
像
自
動
識
別
技
術
に
よ
る
「
機
械
の
目
」
を
活
用
す
る
一
分
野
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
犯
人
の
身
元
を
割
り
出
す
た
め

の
被
疑
者
写
真
と
の
照
合
に
焦
点
を
当
て
、
機
械
の
目
の
特
性
及
び
人
の
目
の
特
性
を
分
析
し
、
効
果
的
な
活
用
方
策
（
発
見
率
向
上
方

策
）
を
検
討
し
た
。
得
ら
れ
た
成
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

今
日
の
顔
画
像
自
動
識
別
技
術
は
、（
ア
）
長
年
の
経
年
変
化
や
整
形
手
術
に
よ
る
変
貌
、（
イ
）
撮
影
角
度
や
表
情
に
伴
う
変
動
、

（
ウ
）
サ
ン
グ
ラ
ス
や
マ
ス
ク
な
ど
に
よ
る
顔
面
情
報
の
部
分
的
欠
落
、
な
ど
の
悪
条
件
へ
の
耐
性
が
高
く
、
悪
条
件
が
重
な
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
顔
画
像
が
緻
密
か
つ
鮮
明
で
あ
れ
ば
高
い
識
別
精
度
を
発
揮
す
る
。
識
別
精
度
に
最
も
影
響
す
る
の
は
顔
画
像
の
緻
密
さ

と
鮮
明
さ
で
あ
り
、
自
動
識
別
に
有
用
な
情
報
量
を
多
く
抽
出
で
き
る
顔
画
像
ほ
ど
、
識
別
精
度
が
向
上
す
る
。

　

目
視
対
照
に
よ
る
同
定
作
業
（
機
械
の
目
が
選
び
出
し
た
複
数
の
候
補
顔
画
像
の
中
か
ら
、
犯
人
に
合
致
す
る
顔
画
像
を
発
見
す
る
作

業
）
で
の
発
見
率
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
次
の
三
点
が
効
果
的
で
あ
る
。

○
　
候
補
写
真
一
枚
ず
つ
と
の
対
照

　

骨
格
形
状
に
基
づ
く
顔
の
基
本
部
分
の
一
致
・
不
一
致
の
見
極
め
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
経
年
変
化
、
整
形
手
術
、
髪
型
、
陰
影
、
メ
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ガ
ネ
や
髭
な
ど
に
よ
る
印
象
の
相
違
に
起
因
す
る
見
逃
し
の
減
少
に
効
果
的
で
あ
る
。

○
　
斜
め
撮
影
写
真
の
活
用

　

防
犯
カ
メ
ラ
で
捉
え
た
顔
画
像
が
、
撮
影
角
度
や
表
情
に
よ
る
顕
著
な
変
動
を
伴
っ
て
い
る
場
合
に
、「
再
認
」
の
手
法
と
と
も
に
活

用
す
れ
ば
極
め
て
効
果
的
で
あ
る
。

○
　
全
身
撮
影
写
真
の
活
用

　

広
角
撮
影
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
画
像
で
、
顔
は
小
さ
く
し
か
写
っ
て
い
な
い
が
全
身
が
写
っ
て
い
る
場
合
に
、「
再
認
」
の
手
法
と
と
も

に
活
用
す
れ
ば
極
め
て
効
果
的
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
の
活
用
に
よ
り
、
今
日
の
顔
画
像
自
動
識
別
技
術
の
驚
異
的
な
性
能
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
さ
せ
、
防
犯
カ
メ
ラ
が

捉
え
た
犯
人
画
像
か
ら
の
身
元
割
出
率
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
１
）　
「F

ace R
ecognition V

endor T
est

」『N
IST

 Interagency R
eport 8009

』（
二
〇
一
四
年
五
月
二
六
日
）

（
２
）　

堀
内
雄
人
「
顔
画
像
自
動
識
別
技
術
の
動
向
」『
警
察
政
策
』
第
一
四
巻
（
二
〇
一
二
年
）

（
３
）　

堀
内
雄
人
・
羽
田
拓
朗
「
顔
画
像
自
動
識
別
技
術
の
大
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
対
す
る
適
用
に
向
け
て
」『
警
察
政
策
』
第
一
六
巻
（
二
〇

一
四
年
）

（
４
）　

財
団
法
人
保
安
電
子
通
信
技
術
協
会
「
個
人
特
徴
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究
報
告
書
」（
一
九
八
七
年
三
月
）

（
さ
わ
だ　

ま
さ
ゆ
き
）
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